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＜要約＞ 

この研究では、親子の絵本の読み聞かせとその心の理論の発達との関連性に焦点を当てた。 

 

まず、家庭での親子の絵本の読み聞かせの頻度を報告してもらった。 

第二に、母親は 4 歳から 5 歳までの 34 人の子どもに 4 冊の絵本を読んでもらった。 

 

その結果、親子の絵本の読み聞かせ頻度と母親が絵本の読み聞かせで使用する精神状態用

語は、子どもの年齢、言語的 IQ、父親の教育、母親が絵本の読み聞かせで使用する言葉な

どの潜在的な媒介因子を除外した上で、誤信念課題（ある事象を見た人とそれを見ていない

人との心的な差異はどのようなものかを答える課題である。例えば、被験者に次のような劇

を見せる。【サリーがおもちゃを青い箱に隠し、部屋の外へ出ていく。入れ替わりにアンが

入ってきて、おもちゃを青い箱から赤い箱に移してしまう。サリーが部屋に戻ってくる・・】

劇を見た被験者に「さて、サリーはどちらの箱を探すかな？」と質問する。「青い箱」と答

えれば、他者であるサリーの心的状態を自分自身に帰することができたといえる。）の成功

と有意に関連していた。 

 

異なる精神状態言語（認知用語、欲求、感情、知覚）の中で、認知用語の頻度と多様性、

および感情用語の頻度は、子どもの誤信認能力と正の相関があることが明らかになった。 

 

<感想> 

JT 生命誌研究館（https://www.brh.co.jp/publication/journal/037/research_11a.html）に

よると、これまでの発達心理学の研究により、ヒトの 3 才児は誤信念課題に答えるのは難

しいが、５、６才児は見ることと知ることの関係を理解できるようになり誤信念課題に正

答することがわかっている。 とされている。4 歳がどちらに当てはまるのかは分からな

いが、絵本の読み聞かせによってその力が養われることが証明された事は、我々BFC の活

動が、単なる娯楽絵本ではなく、子どもたちの能力を高める一助となっている。と言うこ

とである。 


